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Supervisorの取り外しと交換
Firepower 9300 Supervisorを取り外す場合、システムの電源が入ったままでも、Supervisorハー
ドウェアまたはシステムは損傷しません。ただし、スーパーバイザは電源システムを含むシャー

シ全体を制御しているため、シャーシの背面パネルにある電源ボタンを使用してシステムをス

タンバイモードにすることをお勧めします。Supervisorの詳細については、スーパーバイザを
参照してください。

安全上の警告

次のコンポーネント交換に関する安全上の警告に注意してください。
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ステートメント 1028—複数の電源

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。感電の危険を減らすため

に、すべての接続を取り外してユニットの電源を切ります。

警告

ステートメント 1073 -ユーザが保守可能な部品なし

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1089 -教育を受けた担当者および熟練者の定義

教育を受けた担当者とは、熟練者から教育やトレーニングを受け、機器を操作する際に必

要な予防措置を講じられる人です。

熟練者または資格保持者とは、機器の技術に関するトレーニングを受けているか経験があ

り、機器を操作する際に潜む危険を理解している人です。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1090 -熟練者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、熟練者のみが実施できます。熟練者の定義につい

ては、「ステートメント 1089」を参照してください。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1091 -教育を受けた担当者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、教育を受けた担当者または熟練者のみが実施でき

ます。教育を受けた担当者または熟練者の定義については、「ステートメント1089」を参
照してください。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告
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ステップ 1 Supervisorを取り外すには、Supervisorトレイ上の 2本の非脱落型ネジを緩めます。

ステップ 2 Supervisorの固定が解除されるまでハンドルを引き、シャーシから Supervisorトレイを取り外します。

ステップ 3 トレイをシャーシから途中まで引き出し、もう一方の手をトレイの下に添えて支えながら、シャーシから
取り外します。

図 1 : Supervisorの取り外しと交換

ステップ 4 新しい Supervisorトレイを取り付けるには、トレイのハンドルを持ち、もう一方の手をトレイの下に添え
て支えます。

ステップ 5 トレイの前面にあるハンドルを開けます。

ステップ 6 開口部にトレイを差し込んでゆっくりと奥まで押し込みます。

ステップ 7 ハンドルを押してシャーシの端に固定し、トレイを完全に押し込みます。

ステップ 8 トレイがシャーシ内に完全に入ったら、ハンドルを押し込んでトレイを完全に固定します。

ステップ 9 指を使って、Supervisorの前面にある非脱落型ネジを締めます。ドライバを使用する場合は 0.339 N-m（3
インチポンド）以下のトルクで締めてください。

指で締めることにより、非脱落型ネジが外れたり破損したりすることが少なくなります。

セキュリティモジュールの取り付け、取り外し、交換
この手順では、セキュリティモジュールを搭載したことのない空のスロットにセキュリティモ

ジュールを取り付ける方法と、取り付けられているセキュリティモジュールを取り外して別の

セキュリティモジュールと交換する方法について説明します。
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Firepower 9300セキュリティモジュールの取り外しはシステムの稼働中に行うことができます
が、シャーシ背面にある電源スイッチを使用し、セキュリティモジュールをスタンバイモード

にしてから取り外しと再取り付けを行うことお勧めします。空のスロットに新しいサービスモ

ジュールを取り付ける場合、システムの電源をオフにする必要はありません。

セキュリティモジュールをサポートするために、正しいファームウェアパッケージとソフト

ウェアバージョンがインストールされていることを確認してください。ファームウェアパッ

ケージのバージョンを確認する方法、および必要に応じてファームウェアをアップグレードす

る方法については、『Cisco Firepower 4100/9300 FXOS Firmware Upgrade Guide』[英語]を参照
してください。ソフトウェア互換性マトリックスについては、『 Cisco Firepower 4100/9300
FXOS Compatibility』[英語]を参照してください。

（注）

既存のセキュリティモジュールを別のセキュリティモジュールに交換する場合は、古いセキュ

リティモジュールを取り外す前に、そのモジュールをデコミッションする必要があります。手

順については、『Cisco FXOS Firepower Chassis Manager Configuration Guide』の「セキュリティ
モジュール/エンジン管理」の章を参照してください。古いセキュリティモジュールをデコミッ
ションしたら、そのモジュールを取り外し、新しいセキュリティモジュールを取り付けて、そ

のモジュールをシステムに認識させてから、そのモジュールを再初期化することができます。

注意

安全上の警告

次のコンポーネント交換に関する安全上の警告に注意してください。

ステートメント 1028—複数の電源

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。感電の危険を減らすため

に、すべての接続を取り外してユニットの電源を切ります。

警告

ステートメント 1073 -ユーザが保守可能な部品なし

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告
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ステートメント 1089 -教育を受けた担当者および熟練者の定義

教育を受けた担当者とは、熟練者から教育やトレーニングを受け、機器を操作する際に必

要な予防措置を講じられる人です。

熟練者または資格保持者とは、機器の技術に関するトレーニングを受けているか経験があ

り、機器を操作する際に潜む危険を理解している人です。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1090 -熟練者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、熟練者のみが実施できます。熟練者の定義につい

ては、「ステートメント 1089」を参照してください。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1091 -教育を受けた担当者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、教育を受けた担当者または熟練者のみが実施でき

ます。教育を受けた担当者または熟練者の定義については、「ステートメント1089」を参
照してください。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステップ 1 新しいセキュリティモジュールを空のスロットに初めて取り付ける場合は、次の手順を実行します。

a) ステップ 6から 10に従います。
b) scope slot > acknowledgeと入力して、新しいセキュリティモジュールをオンラインにします。

ステップ 2 セキュリティモジュールを取り外すには、セキュリティモジュールの前面にある非脱落型ネジを緩めま

す。

ステップ 3 セキュリティモジュールの固定が解除されるまでハンドルを引き、シャーシからセキュリティモジュー

ルを取り外します。

ステップ 4 セキュリティモジュールをシャーシから途中まで引き出し、もう一方の手をモジュールの下に添えて支

えながら、シャーシから取り外します。

設置、メンテナンス、アップグレード

5

設置、メンテナンス、アップグレード

セキュリティモジュールの取り付け、取り外し、交換



図 2 :セキュリティモジュールの取り外しと取り付け

ステップ 5 取り外したセキュリティモジュールをただちに別のスロットに取り付けない場合は、静電気防止用マッ

トまたは静電気防止用フォームの上にそのモジュールを置きます。

スロットを空のままにしておく場合は、適切なエアフローを確保し、シャーシ内へのほこりの浸入を防

ぐために、ブランク前面プレートを取り付けます。ブランクプレートを取り付けない場合は、別のセキュ

リティモジュールを取り付けてください。

ステップ 6 新しいセキュリティモジュールを取り付けるには、セキュリティモジュールのハンドルを持ち、もう一

方の手をモジュールの下に添えて支えます。

ステップ 7 セキュリティモジュールの前面にあるハンドルを開けます。

ステップ 8 開口部にモジュールを差し込み、ゆっくりとスライドさせながら奥まで押し込みます。

ステップ 9 ハンドルを押してシャーシの端に固定し、セキュリティモジュールを完全に押し込みます。

ステップ 10 指を使って、セキュリティモジュールの前面にある非脱落型ネジを締めます。ドライバを使用する場合

は 0.339 N-m（3インチポンド）以下のトルクで締めてください。
指で締めることにより、非脱落型ネジが外れたり破損したりすることが少なくなります。

SSDの取り外しと交換
各セキュリティモジュールには、2つの SSDがあります。この SSDは RAID 1構成で設定で
きます。1つまたは両方の SSDが故障した場合は、セキュリティモジュールを使用停止し、
SSDのインストールの開始とインベントリの更新に使用するスロットを確認する必要がありま
す。手順については、『Cisco FXOS Firepower Chassis Manager Configuration Guide』の「セキュ
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リティモジュール/エンジン管理」の章を参照してください。セキュリティモジュールを使用
停止したら、SSDを取り外し、新しい SSDをインストールして、セキュリティモジュールオ
ンラインに戻すためのスロットを確認します。

SSDを交換したら、ストレージコントローラで新しくインストールしたSSDを再構築します。
データの損失はありません。両方の SSDが故障した場合は、データを回復できません。

（注）

RAID 1の 2台の SSDには、それぞれ他のデータが格納されています。別のサービスモジュー
ルで使用するRAIDペアを解除すると、サービスモジュールは、スーパバイザによる検出に失
敗します。

（注）

安全上の警告

次の警告を記録しておいてください。

ステートメント 1028—複数の電源

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。感電の危険を減らすため

に、すべての接続を取り外してユニットの電源を切ります。

警告

ステートメント 1073 -ユーザが保守可能な部品なし

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1089 -教育を受けた担当者および熟練者の定義

教育を受けた担当者とは、熟練者から教育やトレーニングを受け、機器を操作する際に必

要な予防措置を講じられる人です。

熟練者または資格保持者とは、機器の技術に関するトレーニングを受けているか経験があ

り、機器を操作する際に潜む危険を理解している人です。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

設置、メンテナンス、アップグレード
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ステートメント 1090 -熟練者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、熟練者のみが実施できます。熟練者の定義につい

ては、「ステートメント 1089」を参照してください。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1091 -教育を受けた担当者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、教育を受けた担当者または熟練者のみが実施でき

ます。教育を受けた担当者または熟練者の定義については、「ステートメント1089」を参
照してください。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステップ 1 セキュリティモジュールを使用停止します。

ステップ 2 SSDを取り外すには、シャーシの前面側で、SSDのハンドルリリースを押し、スロットから無理な力を加
えずに引き出します。

図 3 : SSDの取り外し

ハンドルリリース2ハンドル1

ステップ 3 SSDを交換するには、スロット 1の前面で SSDを保持し、固定されるまで優しく押し込み、ハンドルを閉
じます。

設置、メンテナンス、アップグレード
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ステップ 4 SSDの両側にある非脱落型ネジを締めます。

ステップ 5 SSDのインストールを開始するためのスロットを確認します。

シングル幅ネットワークモジュールの取り付け、取り外

し、交換
この手順では、ネットワークモジュールを搭載したことのない空のスロットにネットワークモ

ジュールを取り付ける方法と、取り付けられているネットワークモジュールを取り外して別の

ネットワークモジュールと交換する方法について説明します。

ホットスワップ

Firepower 10 Gbおよび 40 Gbの非ハードウェアバイパスネットワークモジュールでホッ
トスワップをサポートする適切なソフトウェアがあることを確認します。ソフトウェア互

換性マトリックスについては、『 Cisco Firepower 4100/9300 FXOS Compatibility』[英語]を
参照してください。同一のネットワークモジュール（つまり、同じPIDのネットワークモ
ジュール）を使用してホットスワップする必要があります。ネットワークモジュールPID
のリストについては、製品 ID番号を参照してください。ネットワークモジュールをシャー
シから取り外す前に、適切な CLIコマンドを使用してネットワークモジュールをオフラ
インにする必要があります。そうすることにより、すべてのネットワークモジュールの設

定が保存されます。

適切なCLIコマンドを使用して正しくオフラインにせずにネットワークモジュールを取り
外すことはお勧めしません。

注意

ホットスワップをサポートするために、スーパーバイザに正しいROMMONがあることを
確認します。ファームウェアパッケージのバージョンを確認する方法、および必要に応じ

てファームウェアをアップグレードする方法については、『CiscoFirepower4100/9300FXOS
Firmware Upgrade Guide』[英語]を参照してください。

（注）

ホットスワップが現在サポートされていないネットワークモジュールを取り外して交換するに

は、シャーシの電源を切ってネットワークモジュールを交換し、その後シャーシの電源を入れ

直してください。
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100 Gbネットワークモジュール（FPR-NM-4X100Gおよび FPR-NM-2X100G）をサポートする
には、スーパーバイザに適切なROMMONがあることを確認します。ファームウェアパッケー
ジのバージョンを確認する方法、および必要に応じてファームウェアをアップグレードする方

法については、『Cisco Firepower 4100/9300 FXOS Firmware Upgrade Guide』[英語]を参照して
ください。

（注）

次の図は、10Gb非ハードウェアバイパスネットワークモジュールの前面パネルを示していま
す。非脱落型ネジ、ポート、および LEDの場所を示しています。他のシングル幅ネットワー
クモジュールに関する詳細については、ネットワークモジュールを参照してください。

図 4 : Firepowerネットワークモジュール 10 Gb

イーサネット X/12非脱落型ネジ/ハンドル1

イーサネット X/54イーサネット X/33

イーサネット X/26イーサネット X/75

イーサネット X/68イーサネット X/47

ネットワークアクティビティ LED

•オフ：接続なし、またはポート未使
用。

•オレンジ：リンクなし、またはネット
ワーク障害。

•緑：リンクアップ。

•緑（点滅）：ネットワークアクティ
ビティ。

10イーサネット X/89
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安全上の警告

次のコンポーネント交換に関する安全上の警告に注意してください。

ステートメント 1028—複数の電源

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。感電の危険を減らすため

に、すべての接続を取り外してユニットの電源を切ります。

警告

ステートメント 1073 -ユーザが保守可能な部品なし

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1089 -教育を受けた担当者および熟練者の定義

教育を受けた担当者とは、熟練者から教育やトレーニングを受け、機器を操作する際に必

要な予防措置を講じられる人です。

熟練者または資格保持者とは、機器の技術に関するトレーニングを受けているか経験があ

り、機器を操作する際に潜む危険を理解している人です。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1090 -熟練者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、熟練者のみが実施できます。熟練者の定義につい

ては、「ステートメント 1089」を参照してください。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1091 -教育を受けた担当者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、教育を受けた担当者または熟練者のみが実施でき

ます。教育を受けた担当者または熟練者の定義については、「ステートメント1089」を参
照してください。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告
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ステップ 1 新しいネットワークモジュールを空のスロットに初めて取り付ける場合は、次の手順を実行します。

a) 電源スイッチをオフの位置に動かしてシャーシの電源を切ります。
b) ステップ 5～ 7を実行して、新しいネットワークモジュールを取り付けます。
c) 電源スイッチをオンの位置に動かしてシャーシの電源を入れます。

新しいネットワークモジュールの状態は OIR Failedです。

d) ネットワークモジュールのステータスを Onlineに変更するには、シャーシを再起動します。ご使用の

ソフトウェアバージョンの『FXOS Configuration Guide』[英語]で「System Administration」の章にある
「Rebooting the Firepower 4100/9300 Chassis」のトピックを参照してください。

ステップ 2 既存のネットワークモジュールを取り外して交換するには、次のいずれかを実行します。

a) 設定を保存します。
b) 電源スイッチをオフの位置に動かしてシャーシの電源を切ります（取り外すネットワークモジュール
でホットスワップがサポートされていない場合）。

c) 適切な CLIコマンドを使用してネットワークモジュールをオフラインにします（取り外すネットワー
クモジュールでホットスワップがサポートされている場合）。すべてのネットワークモジュールの設

定が保存されます。『FXOS Configuration Guide』[英語]の「Taking a Network Module Offline or Online」
の章にある「Taking a Network Module Offline or Online」のトピックを参照してください。

d) ステップ 3に進みます。

ステップ 3 ネットワークモジュールを取り外すには、ネットワークモジュールの左側にある非脱落型ネジをゆるめ、
ハンドルを完全に回転するまでゆるめてから、無理な力を加えずにネットワークモジュールをシャーシか

ら引き出します。
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図 5 :シングル幅ネットワークモジュールの取り外しと交換

スロットを空のままにしておく場合は、適切なエアフローを確保し、シャーシ内へのほこりの浸入を防ぐ

ために、ブランク前面プレートを取り付けます。ブランクプレートを取り付けない場合は、別のネット

ワークモジュールを取り付けてください。

ステップ 4 （オプション）シングル幅ネットワークモジュールを倍幅スロットに取り付ける場合は、ディバイダを取
り付ける必要があります。ブランク前面プレートは単一スロット用であるため、2つの単一ネットワーク
スロットに対応する場合はディバイダを取り付けます。

元の9300シャーシと新しい9300シャーシではディバイダが異なります。古いシャーシ用のディ
バイダ（製品番号800-101936-01）を紛失した場合、または新しいシャーシ用の新しいディバイ
ダ（製品番号 700-112465-01）が必要な場合には、ねじと両方のディバイダが含まれている
FPR9K-NM-DIV=を注文してください。

（注）

ステップ 5 新しいネットワークモジュールをインストールするには、ハンドルを完全に伸ばした状態で、シャーシの
右側のネットワークモジュールスロットの前でネットワークモジュールを保持します。ハンドルがシャー

シ内の係合機構にはまるまで、モジュールをネットワークモジュールスロットにゆっくり押し込みます。

ハンドルが正しくかみ合う必要があります。

設置、メンテナンス、アップグレード

13

設置、メンテナンス、アップグレード

シングル幅ネットワークモジュールの取り付け、取り外し、交換



ステップ 6 ネットワークモジュールの前面プレートに完全に固定され、モジュールがシャーシに完全に固定されるま
で、無理な力を加えずハンドルを押します。

ステップ 7 ネットワークモジュールの左側にある非脱落型ネジを締めます。

ステップ 8 次のいずれかを実行します。

a) シャーシの電源を入れると、新しいネットワークモジュールが認識されます（新しいネットワークモ
ジュールでホットスワップがサポートされていない場合）。

b) 適切な CLIコマンドを使用して、新しいネットワークモジュールをオンラインにします（新しいネッ
トワークモジュールでホットスワップがサポートされている場合）。ネットワークモジュールがオン

ラインに戻ると、保存されたネットワークモジュールの設定が自動的に再適用されます。

元のネットワークモジュールとは異なる PIDのネットワークモジュールを取り付けると、
保存された設定は削除され、デフォルト設定が適用されます。acknowledgeコマンドを入力
して、ネットワークモジュール PIDの変更を確認する必要があります。

（注）

『FXOS Configuration Guide』[英語]の手順に従って、ネットワークモジュールに接続し、モジュール
が Firepower 9300によって正しく検出されたことを確認します。

倍幅ネットワークモジュールの取り付け、取り外し、交

換
この手順では、ネットワークモジュールを搭載したことのない空のスロットにネットワークモ

ジュールを取り付ける方法と、取り付けられているネットワークモジュールを取り外して別の

ネットワークモジュールと交換する方法について説明します。

Firepower 100Gbネットワークモジュールを取り付ける前に、Firepower 9300に正しいファーム
ウェアパッケージがインストールされていることを確認します。ファームウェアパッケージの

バージョンを確認する方法、および必要に応じてファームウェアをアップグレードする方法に

ついては、『Cisco Firepower 4100/9300 FXOS Firmware Upgrade Guide』[英語]を参照してくだ
さい。

（注）

Firepower 100 Gbネットワークモジュールは、2つの光ファイバ 100ギガビットイーサネット
インターフェイスを提供する、オプションの取り外し可能な I/Oモジュールです。Firepower
9300の 2つのスロットを使用し、シングルモードおよびマルチモードをサポートします。

ソフトウェアがホットスワップをサポートしていることを確認します。ソフトウェア互換性マ

トリックスについては、『 Cisco Firepower 4100/9300 FXOS Compatibility』[英語]を参照してく
ださい。ネットワークモジュールを取り外して交換したら、Firepower 9300が新しいネット
ワークモジュールを検出するようにシステムをリブートする必要があります。Firepower 9300
ネットワークモジュールの詳細については、ネットワークモジュールを参照してください。
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次の図は、Firepower 9300 100 Gbネットワークモジュールの前面パネルビューを示していま
す。

図 6 : 100 Gbネットワークモジュール

100ギガビットイーサネットQSFP28ファ
イバポート

イーサネット X/1

2ハンドル上の非脱落型ネジ1

ネットワークアクティビティ LED

•オフ：接続なし、またはポート未使
用。

•オレンジ：リンクなし、またはネット
ワーク障害。

•緑（点滅）：ネットワークアクティ
ビティ。

4100ギガビットイーサネットQSFP28ファ
イバポート

イーサネット X/2

3

安全上の警告

次のコンポーネント交換に関する安全上の警告に注意してください。

ステートメント 1028—複数の電源

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。感電の危険を減らすため

に、すべての接続を取り外してユニットの電源を切ります。

警告

設置、メンテナンス、アップグレード

15

設置、メンテナンス、アップグレード

倍幅ネットワークモジュールの取り付け、取り外し、交換



ステートメント 1073 -ユーザが保守可能な部品なし

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1089 -教育を受けた担当者および熟練者の定義

教育を受けた担当者とは、熟練者から教育やトレーニングを受け、機器を操作する際に必

要な予防措置を講じられる人です。

熟練者または資格保持者とは、機器の技術に関するトレーニングを受けているか経験があ

り、機器を操作する際に潜む危険を理解している人です。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1090 -熟練者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、熟練者のみが実施できます。熟練者の定義につい

ては、「ステートメント 1089」を参照してください。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1091 -教育を受けた担当者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、教育を受けた担当者または熟練者のみが実施でき

ます。教育を受けた担当者または熟練者の定義については、「ステートメント1089」を参
照してください。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステップ 1 新しいネットワークモジュールを空のスロットに初めて取り付ける場合は、次の手順を実行します。

a) 電源スイッチをオフの位置に動かしてシャーシの電源を切ります。
b) ステップ 4～ 6を実行して、新しいネットワークモジュールを取り付けます。
c) 電源スイッチをオンの位置に動かしてシャーシの電源を入れます。

新しいネットワークモジュールの状態は OIR Failedです。

d) ネットワークモジュールのステータスを Onlineに変更するには、シャーシを再起動します。ご使用の

ソフトウェアバージョンの『FXOS Configuration Guide』[英語]で「System Administration」の章にある
「Rebooting the Firepower 4100/9300 Chassis」のトピックを参照してください。

ステップ 2 既存のネットワークモジュールを取り外して交換するには、次のいずれかを実行します。

a) 設定を保存します。

設置、メンテナンス、アップグレード

16

設置、メンテナンス、アップグレード

倍幅ネットワークモジュールの取り付け、取り外し、交換

https://www.cisco.com/c/en/us/support/security/firepower-9000-series/products-installation-and-configuration-guides-list.html


b) 電源スイッチをオフの位置に動かしてシャーシの電源を切ります。
c) ステップ 3に進みます。

ステップ 3 次のいずれかを実行します。

a) 2つのネットワークモジュールスロットに取り付けられているシングル幅ネットワークモジュールを
削除する場合は、ネットワークモジュールの左側にある非脱落型ネジをゆるめ、ハンドルをゆるめて、

無理な力を加えないようにしてシャーシからネットワークモジュールを引き出します。2つのネット
ワークモジュールの間にあるディバイダの上部の非脱落型ネジをゆるめて取り外し、ディバイダを取

り外します。

100Gb倍幅ネットワークモジュールから1つまたは2つのシングル幅ネットワークモジュー
ルに交換する場合は、ディバイダを取り付けたままにします。または、従来の 9300シャー
シ用と新しい 9300シャーシ用の 2つのディバイダを含むディバイダキット
（FPR9K-NM-DIV=）を注文することもできます。

（注）

図 7 :ネットワークモジュールディバイダの取り外し

b) 100 Gbネットワークモジュールを取り外す場合は、モジュールの左側にある非脱落型ネジをゆるめ、
ハンドルをリリースし、そっと引き出します。

スロットを空のままにしておく場合は、適切なエアフローを確保し、シャーシ内へのほこりの浸入を防ぐ

ために、ブランク前面プレートを取り付けます。ブランクプレートを取り付けない場合は、別のネットワー

クモジュールを取り付けてください。ブランク前面プレートは単一スロット用であるため、2つの単一ネッ
トワークスロットに対応する場合はディバイダを取り付けます。
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ステップ 4 ハンドルが完全に回転した状態で、シャーシの右側のダブルネットワークモジュールスロットの前で 100
Gbネットワークモジュールを保持します。ハンドルがシャーシ内の係合機構にはまるまで、モジュールを
ネットワークモジュールスロットにゆっくり押し込みます。ハンドルが正しくかみ合う必要があります。

図 8 : 100 Gbネットワークモジュールの取り付け

ステップ 5 ネットワークモジュールの前面プレートに完全に固定され、モジュールがシャーシに完全に固定されるま
で、無理な力を加えずハンドルを押します。

ステップ 6 ネットワークモジュールの左側にある非脱落型ネジを締めます。

ステップ 7 新しいネットワークモジュールが認識されるように、シャーシの電源をオンにします。

『FXOS Configuration Guide』[英語]の手順に従って、ネットワークモジュールに接続し、モジュールが
Firepower 9300によって正しく検出されたことを確認します。

電源モジュールの取り外しと交換
システムの稼働中に、電源モジュールを取り外して交換することができます。ホットスワップ

中、少なくとも 1つの電源モジュールがアクティブであることを確認してください。
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電源モジュールはただちに交換してください。電源がない状態にしておくことはできません。（注）

安全上の警告

次の電源およびコンポーネントの取り外しに関する安全上の警告に注意してください。

ステートメント 1003 - DC電源の切断

感電や怪我のリスクを軽減するために、コンポーネントの取り外しや交換、またはアップ

グレードを実行する前に、DC電源を切断してください。

警告

ステートメント 1005—回路ブレーカー

この製品は、設置する建物にショート（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設

計されています。感電または火災のリスクを軽減するため、保護対象の装置は次の定格を

超えないようにします。

AC：20A

DC：40A

警告

ステートメント 1017：立ち入り制限区域

この装置は、出入りが制限された場所に設置されることを想定しています。熟練者、教育

を受けた担当者、または資格保持者のみが立ち入り制限区域に入ることができます。

警告

ステートメント 1022 -デバイスの切断

感電または火災のリスクを軽減するため、容易にアクセス可能な切断装置を固定配線に組

み込む必要があります。

警告
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ステートメント 1028—複数の電源

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。感電の危険を減らすため

に、すべての接続を取り外してユニットの電源を切ります。

警告

ステートメント 1029：ブランクの前面プレートおよびカバーパネル

ブランクの前面プレートおよびカバーパネルには、3つの重要な機能があります。感電お
よび火災のリスクを軽減すること、他の装置への電磁波干渉（EMI）の影響を防ぐこと、
およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。システムは、必ずすべての

カード、前面プレート、前面カバー、および背面カバーを正しく取り付けた状態で運用し

てください。

警告

ステートメント 1073 -ユーザが保守可能な部品なし

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1046 -装置の設置または交換

感電のリスクを軽減するため、装置を設置または交換するときには、必ずアースを最初に

接続し、最後に取り外します。

装置にモジュールがある場合は、提供されたネジで固定してください

警告

ステートメント 1089 -教育を受けた担当者および熟練者の定義

教育を受けた担当者とは、熟練者から教育やトレーニングを受け、機器を操作する際に必

要な予防措置を講じられる人です。

熟練者または資格保持者とは、機器の技術に関するトレーニングを受けているか経験があ

り、機器を操作する際に潜む危険を理解している人です。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告
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ステートメント 1090 -熟練者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、熟練者のみが実施できます。熟練者の定義につい

ては、「ステートメント 1089」を参照してください。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1091 -教育を受けた担当者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、教育を受けた担当者または熟練者のみが実施でき

ます。教育を受けた担当者または熟練者の定義については、「ステートメント1089」を参
照してください。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステップ 1 電源モジュールを取り外すには、シャーシの前面に向かって、電源モジュールの右側にある非脱落型ネジ
を緩めます。

ステップ 2 電源モジュールのハンドルを持ち上げて固定解除します。

ステップ 3 ハンドルを使用して電源モジュールをスロットから引き出します。シャーシから引き出すときは、もう一
方の手を電源モジュールの底面に添えて支えてください。新しい電源モジュールをただちに取り付けます。
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図 9 :電源モジュールの取り外しと交換

ステップ 4 新しい電源を取り付けるには、電源モジュールのハンドルを上のポジションにします。

ステップ 5 電源モジュールを両手で持ち、電源モジュールベイに差し込みます。

ステップ 6 完全に装着されるまで電源モジュールをシャーシにゆっくりと押し込み、ハンドルを倒します。

ステップ 7 右側の非脱落型ネジを締めます。

ステップ 8 電源モジュールのLEDをチェックして、電源モジュールが正常に作動していることを確認します。詳細に
ついては、電源モジュールを参照してください。

設置、メンテナンス、アップグレード

22

設置、メンテナンス、アップグレード

電源モジュールの取り外しと交換

b_install_guide_9300_chapter1.pdf#nameddest=unique_15


DC電源モジュールの接続

電源モジュールはただちに交換してください。電源がない状態にしておくことはできません。（注）

この手順では、DC電源モジュールをシャーシの背面PDU端子に取り付けて接続する方法につ
いて説明します。

安全上の警告

次の電源およびコンポーネントの取り外しに関する安全上の警告に注意してください。

ステートメント 1003 - DC電源の切断

感電や怪我のリスクを軽減するために、コンポーネントの取り外しや交換、またはアップ

グレードを実行する前に、DC電源を切断してください。

警告

ステートメント 1005—回路ブレーカー

この製品は、設置する建物にショート（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設

計されています。感電または火災のリスクを軽減するため、保護対象の装置は次の定格を

超えないようにします。

AC：20A

DC：40A

警告

ステートメント 1017：立ち入り制限区域

この装置は、出入りが制限された場所に設置されることを想定しています。熟練者、教育

を受けた担当者、または資格保持者のみが立ち入り制限区域に入ることができます。

警告

ステートメント 1022 -デバイスの切断

感電または火災のリスクを軽減するため、容易にアクセス可能な切断装置を固定配線に組

み込む必要があります。

警告
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ステートメント 1028—複数の電源

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。感電の危険を減らすため

に、すべての接続を取り外してユニットの電源を切ります。

警告

ステートメント 1029：ブランクの前面プレートおよびカバーパネル

ブランクの前面プレートおよびカバーパネルには、3つの重要な機能があります。感電お
よび火災のリスクを軽減すること、他の装置への電磁波干渉（EMI）の影響を防ぐこと、
およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。システムは、必ずすべての

カード、前面プレート、前面カバー、および背面カバーを正しく取り付けた状態で運用し

てください。

警告

ステートメント 1073 -ユーザが保守可能な部品なし

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1046 -装置の設置または交換

感電のリスクを軽減するため、装置を設置または交換するときには、必ずアースを最初に

接続し、最後に取り外します。

装置にモジュールがある場合は、提供されたネジで固定してください

警告

ステートメント 1089 -教育を受けた担当者および熟練者の定義

教育を受けた担当者とは、熟練者から教育やトレーニングを受け、機器を操作する際に必

要な予防措置を講じられる人です。

熟練者または資格保持者とは、機器の技術に関するトレーニングを受けているか経験があ

り、機器を操作する際に潜む危険を理解している人です。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

設置、メンテナンス、アップグレード

24

設置、メンテナンス、アップグレード

DC電源モジュールの接続



ステートメント 1090 -熟練者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、熟練者のみが実施できます。熟練者の定義につい

ては、「ステートメント 1089」を参照してください。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1091 -教育を受けた担当者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、教育を受けた担当者または熟練者のみが実施でき

ます。教育を受けた担当者または熟練者の定義については、「ステートメント1089」を参
照してください。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

始める前に

DC電源モジュールを接続するには次が必要です。

•プラスドライバ

• 10 mmのレンチまたはソケット

• DC回路用のコネクタおよび配線

• 2個の 2穴ラグ

これらのラグは、アクセサリキットでは提供されていません。90度 DC Burndy
YAZ6C2TC1490ラグのようなラグを推奨します。これは ¼～ 20のネジ穴スタッドに対応
し、スタッド距離が適切です。

ステップ 1 DC電源モジュールをシャーシに取り付け、ベイ番号を書き留め、シャーシの背面のDC電源モジュール
の正しい端子に配線を接続できるようにします。手順については、電源モジュールの取り外しと交換

（18ページ）を参照してください。

ステップ 2 取り付ける電源モジュールの DC回路への電源がオフになっていることを確認します。

ステップ 3 設置場所の電源およびアースのすべての要件が満たされていることを確認します。

ステップ 4 カバーの上部と下部にあるフランジを圧迫して、DC端子からプラスチックカバーを取り外します。

ステップ 5 ネジを使用して、シャーシの接地端子に緑色のアース線を接続します。

最大 2つの DC接続を使用できますが、必要なアース接続は 1つだけです。

ステップ 6 ネジを使用して、電源モジュールの端子ブロックに 2個の 2穴ラグを接続します。
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図 10 : DC電源コネクタとアースラグの接続

ナット2DC端子カバー1

DC端子42個の 2穴ラグ（アクセサリキットで提供され
ません）

3

シャーシのアースラグ5

ステップ 7 電源入力モジュールの端子ブロックに DC入力線を接続します。正しい配線順序は、プラスからプラス
（赤の線）、およびマイナスからマイナス（黒の線）です。

ステップ 8 上の図に示すように、端子カバーを元に戻します。

端子に電力を印可する際には、このカバーが必ず取り付けられている必要があります。

ステップ 9 回線の DC切断スイッチを ONに設定します。

複数の電源装置が搭載されているシステムでは、各電源装置をそれぞれ別の DC電源に接続
してください。電源障害が発生した場合に、2番目の電源がまだ使用可能な場合は、システム
動作を維持できます。

注意

ステップ 10 シャーシの前面の電源 LEDで、電源の動作状況を確認します。

LEDの値については、電源モジュールを参照してください。
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HVDC電源モジュールの接続

電源モジュールはただちに交換してください。電源がない状態にしておくことはできません。（注）

この手順では、高電圧（HV）DC電源モジュールをシャーシの背面電源給電に取り付けて接続
する方法について説明します。両方の電源モジュールを接続して同時に動作させると、負荷が

共有されます。HVDC電源モジュールは、ホットスワップ可能です。

安全上の警告

次の電源およびコンポーネントの取り外しに関する安全上の警告に注意してください。

ステートメント 1003 - DC電源の切断

感電や怪我のリスクを軽減するために、コンポーネントの取り外しや交換、またはアップ

グレードを実行する前に、DC電源を切断してください。

警告

ステートメント 1005—回路ブレーカー

この製品は、設置する建物にショート（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設

計されています。感電または火災のリスクを軽減するため、保護対象の装置は次の定格を

超えないようにします。

AC：20A

DC：40A

警告

ステートメント 1017：立ち入り制限区域

この装置は、出入りが制限された場所に設置されることを想定しています。熟練者、教育

を受けた担当者、または資格保持者のみが立ち入り制限区域に入ることができます。

警告

ステートメント 1022 -デバイスの切断

感電または火災のリスクを軽減するため、容易にアクセス可能な切断装置を固定配線に組

み込む必要があります。

警告
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ステートメント 1028—複数の電源

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。感電の危険を減らすため

に、すべての接続を取り外してユニットの電源を切ります。

警告

ステートメント 1029：ブランクの前面プレートおよびカバーパネル

ブランクの前面プレートおよびカバーパネルには、3つの重要な機能があります。感電お
よび火災のリスクを軽減すること、他の装置への電磁波干渉（EMI）の影響を防ぐこと、
およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。システムは、必ずすべての

カード、前面プレート、前面カバー、および背面カバーを正しく取り付けた状態で運用し

てください。

警告

ステートメント 1073 -ユーザが保守可能な部品なし

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1046 -装置の設置または交換

感電のリスクを軽減するため、装置を設置または交換するときには、必ずアースを最初に

接続し、最後に取り外します。

装置にモジュールがある場合は、提供されたネジで固定してください

警告

ステートメント 1089 -教育を受けた担当者および熟練者の定義

教育を受けた担当者とは、熟練者から教育やトレーニングを受け、機器を操作する際に必

要な予防措置を講じられる人です。

熟練者または資格保持者とは、機器の技術に関するトレーニングを受けているか経験があ

り、機器を操作する際に潜む危険を理解している人です。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告
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ステートメント 1090 -熟練者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、熟練者のみが実施できます。熟練者の定義につい

ては、「ステートメント 1089」を参照してください。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1091 -教育を受けた担当者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、教育を受けた担当者または熟練者のみが実施でき

ます。教育を受けた担当者または熟練者の定義については、「ステートメント1089」を参
照してください。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステップ 1 HVDC電源モジュールをシャーシに取り付け、ベイ番号を書き留め、シャーシの背面のHVDC電源モジュー
ルの正しい給電にHVDC電源コードを接続できるようにします。手順については、電源モジュールの取り
外しと交換（18ページ）を参照してください。

ステップ 2 取り付ける電源モジュールの DC回路への電源がオフになっていることを確認します。

ステップ 3 設置場所の電源およびアースのすべての要件が満たされていることを確認します。

ステップ 4 HVDCの電源コードを、PSU-1および/または PSU-2の給電に接続します。
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図 11 : HVDC給電

PSU-1の給電2PSU-2の給電1

ステップ 5 回線の HVDC切断スイッチを ONに設定します。

複数の電源装置が搭載されているシステムでは、各電源装置をそれぞれ別のHVDC電源に接続
してください。電源障害が発生した場合に、2番目の電源がまだ使用可能な場合は、システム
動作を維持できます。

注意

ステップ 6 シャーシの前面の電源 LEDで、電源の動作状況を確認します。

LEDの値については、電源モジュールを参照してください。
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ファンモジュールの取り外しと交換
システムの稼働中にファンモジュールを取り外して交換できます。エアーフローは前面から背

面に向かいます。ファンモジュールの詳細については、ファンモジュールを参照してくださ

い。

シャーシは、すべてのファンモジュールが装着され、それらが同時に動作していることを前提

に設計されています。ファンモジュールベイが空になる時間は、新しいファンモジュールを

交換するのに必要な時間だけにとどめておいてください。

（注）

安全上の警告

次のコンポーネント交換に関する安全上の警告に注意してください。

ステートメント 1028—複数の電源

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。感電の危険を減らすため

に、すべての接続を取り外してユニットの電源を切ります。

警告

ステートメント 1073 -ユーザが保守可能な部品なし

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1089 -教育を受けた担当者および熟練者の定義

教育を受けた担当者とは、熟練者から教育やトレーニングを受け、機器を操作する際に必

要な予防措置を講じられる人です。

熟練者または資格保持者とは、機器の技術に関するトレーニングを受けているか経験があ

り、機器を操作する際に潜む危険を理解している人です。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告
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ステートメント 1090 -熟練者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、熟練者のみが実施できます。熟練者の定義につい

ては、「ステートメント 1089」を参照してください。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1091 -教育を受けた担当者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、教育を受けた担当者または熟練者のみが実施でき

ます。教育を受けた担当者または熟練者の定義については、「ステートメント1089」を参
照してください。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステップ 1 ファンモジュールを取り外すには、シャーシの背面側で、ファンモジュールのハンドルを握ります。

ステップ 2 ファンモジュールの上部にあるバネ式ラッチを下に押します。

ステップ 3 ファンモジュールをシャーシから引き抜きます。

図 12 :ファンモジュールの取り外しと交換
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ステップ 4 新しいファンモジュールを取り付けるには、バネ式ラッチが上になるようにファンモジュールを持ちま
す。

ステップ 5 ファンモジュールをシャーシに差し込み、モジュールが適切に装着されてバネ式ラッチがかかるまで押し
込みます。

システムの電源がオンになったら、ファンの動作音を確認します。ただちに、ファンの動作音が聞こえま

す。動作音が聞こえない場合には、ファンモジュールがシャーシ内に完全に装着され、前面プレートが

シャーシの外面と揃っていることを確認してください。

ステップ 6 ファンモジュールの LEDをチェックして、ファンが動作していることを確認します。ファン LEDが更新
されるまで約 1分かかります。ファンモジュール LEDの説明については、ファンモジュールを参照して
ください。

FIPS不透明シールドの取り付け

この手順は Crypto Officerのみが実行する必要があります。FIPS不透明シールドを受け取った
時点で Firepower 9300がすでに稼働している場合は、Crypto Officerが電源をオフにし、ケーブ
ルを取り外し、FIPS不透明シールドを取り付け、改ざん防止用ラベル（TEL）を貼り付け、
ケーブルを再接続して Firepower 9300の電源をオンにする必要があります。Crypto Officerの職
務の詳細については、『 FIPS 140-2 Non Proprietary Security Policy Level 2 Validation』[英語]ド
キュメントを参照してください。

注意

この手順では、すでにラックに取り付けられている Firepower 9300の前面に FIPS不透明シー
ルドを取り付ける方法について説明します。FIPS不透明シールドには、2本の非脱落型ネジで
取り付け済みのアクセスカバーがあります。FIPS不透明シールドによって、シリアル番号を
含む前面パネルの引き出しアセットカードを覆われますが、シャーシの側面に別の引き出しア

セットカードがあり、シリアル番号もスーパーバイザの上部に印刷されています。シャーシの

シリアル番号の位置については、シリアル番号の場所を参照してください。このシリアル番号

は、Cisco TACに問い合わせる際に必要になります。

始める前に

FIPS不透明シールドを取り付けるには以下が必要です。

•プラスドライバ

•シャーシがラックに取り付け済みである

•すべてのケーブルがシャーシの前面から取り外されている

• FIPSキット

• 4本の 10-32 X 0.75インチネジ

• FIPS不透明シールド
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• 12枚の改ざん防止用ラベル

ステップ 1 シャーシブラケットの両側から 2本のネジを外します。

シャーシはその重量を支えるレール上にあるため、ネジを外しても落下することはありません。

ステップ 2 FIPSキットの 4本の 10-32 X 0.75インチネジを使用して、FIPS不透明度シールドを左右のシャーシブラ
ケットにそれぞれ 2箇所ずつ取り付けます。

図 13 :ラックマウントレールへの FIPS不透明シールドの取り付け

FIPS不透明シールド2ネジ1

ラックマウントレール3

ステップ 3 アクセスカバーの前面にある 2本の非脱落型ネジを緩めてアクセスカバーを取り外し、ケーブルをポート
に接続できるようにします。
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図 14 : FIPSアクセスカバーの取り外し

アクセスカバー2非脱落型ネジ1

ステップ 4 ケーブルをポートに接続します。手順については、ステップ 9に記載されているスタートアップガイドを
参照してください。

ステップ 5 ケーブルを FIPS不透明シールドの両側にある開口部に通し、非脱落型ネジを締めて FIPSアクセスカバー
を再度取り付けます。
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図 15 : FIPS不透明シールドにケーブルを通す

ケーブル出口1

ステップ 6 TELを貼り付けます。TELの手順と正しい位置については、『FIPS 140-2 Non Proprietary Security Policy
Level 2 Validation』[英語]ドキュメントの「Tamper Evidence Label (TEL) Placement」セクションを参照して
ください。

ステップ 7 電源コードをシャーシに接続し、もう一方の端を電源に差し込みます。シャーシの背面に電源スイッチが
あります。そのスイッチをオンに切り替えます。

初期のAC電源シャーシには電源スイッチがありません。電源コードを電源に差し込むとシャー
シに電源が入ります。

（注）

電源スイッチをオンからオフに切り替えると、システムの電源が切れるまで数秒かかります。

電源LEDがオフになるまで電源ケーブルを抜かないでください。電源スイッチをオフに動かす
か電源コードを取り外してシャーシへの電力供給を遮断した後は、少なくとも10秒間待機して
から電源を再投入してください。

（注）

ステップ 8 シャーシの前面の SYS LEDを確認します。SYS LEDについては、スーパーバイザを参照してください。

SYS LEDが緑色で点灯する場合は、シャーシが正常に起動しています。
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ステップ 9 設定の詳細については、『Cisco Firepower 9300 Getting Started Guide』[英語]を参照してください。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


